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福
島
県
内
で
の
森
林
共
同
施
業
団
地
の

設
定
や
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
、
協
力

し
た
豊
か
な
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
2
月
21
日
に
福
島
県
知
事
と
関
東
森

林
管
理
局
長
と
で
「
豊
か
な
森
林
づ
く
り

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
25
日
に
は
、
福
島
県
内
の
２
箇

所
で
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
11
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の
姿
」

で
は
、
広
範
に
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
条
件
整
備
の
一
つ
と
し
て
、

民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
て
効
率

的
に
路
網
整
備
や
間
伐
等
の
森
林
整
備
に

取
り
組
む
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
の
推

進
が
位
置
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
福
島
県
内
に
お
い
て
は
、
民
有

林
と
国
有
林
の
関
係
者
が
県
内
の
森
林
・

林
業
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
と
し
て
、
昨

年
２
月
に
「
美
し
い
ふ
く
し
ま
の
森
林
の

整
備
を
考
え
る
会
」
（
以
下
、
「
考
え
る

会
」
と
い
う
。
）
が
設
立
さ
れ
、
約
１
年

か
け
て
路
網
整
備
や
施
業
の
集
約
化
な
ど

具
体
的
な
議
論
を
重
ね
、
今
回
の
福
島
県

と
の
覚
書
の
締
結
に
結
び
つ
い
た
も
の
で

す
。福

島
県
は
森
林
面
積
の
42
％
が
国
有
林

で
あ
り
、
国
有
林
が
果
た
す
べ
き
役
割
に

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
民
有
林
と
国
有
林
の
枠
を
越

え
、
福
島
県
の
森
林
を
健
全
な
状
態
で
次

世
代
に
引
継
ぐ
た
め
、
森
林
の
適
正
な
整

備
や
保
全
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ

り
、
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
力
強
い

産
業
と
し
て
の
林
業
の
再
生
に
向
け
て
、

福
島
県
と
関
東
森
林
管
理
局
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
も
の
で

す
。福

島
県
庁
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、

報
道
陣
や
関
係
者
が
見
守
る
中
、
佐
藤
雄

平
福
島
県
知
事
と
、
臼
杵
徳
一
関
東
森
林

管
理
局
長
が
覚
書
に
署
名
。
そ
の
後
、
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
知
事
か
ら
「
民
有
林
・

国
有
林
が
連
携
し
、
一
体
的
に
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
林
業
の
振
興
と
森
林

整
備
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な

が
る
。
」
、
続
い
て
局
長
か
ら
「
北
海
道

に
次
ぐ
国
有
林
面
積
を
有
す
る
福
島
県
に

お
い
て
森
林
共
同
施
業
団
地
が
設
定
さ
れ

る
こ
と
は
誠
に
有
意
義
で
あ
り
、
他
地
域

へ
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
」

と
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

両
者
で
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
と
関
東
森
林
管
理
局
で
締
結
し

た
「
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
覚
書
」

に
基
づ
き
、
2
月
25
日
に
福
島
森
林
管
理

署
管
内
及
び
白
河
支
署
管
内
に
お
い
て
、

森
林
整
備
推
進
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設

定
し
、
森
林
整
備
の
目
標
や
方
法
、
事
業

に
必
要
な
事
項
な
ど
を
定
め
、
協
定
者
が
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福
島
県
と
の
覚
書
の
締
結

福
島
県
内
の
２
箇
所
で
協
定
を
締
結



連
携
し
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経

営
の
基
盤
づ
く
り
と
森
林
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
協
定
期
間
は
と
も

に
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。な

お
、
こ
の
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設

定
は
、
昨
年
９
月
の
伊
豆
森
林
管
理
署
管

内
に
次
ぐ
も
の
で
す
。

こ
の
協
定
は
、
「
考
え
る
会
」
に
お
い

て
、
多
様
な
主
体
が
森
林
施
業
を
行
っ
て

い
る
笹
森
山
地
区
で
の
森
林
共
同
施
業
団

地
化
に
向
け
て
、
現
地
検
討
会
を
含
め
た

６
回
の
会
議
で
関
係
者
が
合
意
に
達
し
、

そ
の
後
、
阿
武
隈
川
流
域
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
を
事
務
局
に
、
協
定
締
結
者
６
者

と
、
福
島
市
、
二
本
松
市
を
加
え
た
検
討

会
に
お
い
て
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
、
締
結
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
協
定
は
、
古
殿
町
か
ら
路
網
整
備

に
よ
り
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

の
要
望
か
ら
、
関
係
者
に
よ
り
森
林
共
同

施
業
団
地
の
設
定
が
可
能
か
検
討
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
、
福
島
県
県
中
農
林
事
務

所
及
び
古
殿
町
に
よ
る
個
人
所
有
者
と
調

整
を
続
け
、
今
回
の
３
者
に
よ
る
協
定
締

結
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
福
島
県
と
の
覚
書
締
結
、
県
内
二

地
域
で
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
関
東
森
林

管
理
局
管
内
で
は
、
二
県
に
お
い
て
「
森

林
共
同
施
業
団
地
」
の
設
定
に
至
り
ま
し

た
。今

後
、
福
島
県
、
静
岡
県
内
の
み
な
ら

ず
関
東
森
林
管
理
局
管
内
に
お
い
て
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
民
有
林
・
国

有
林
が
連
携
し
、
効
率
的
な
森
林
整
備
等

の
推
進
を
一
層
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
注
）

「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
と
は
、
民
有

林
と
国
有
林
が
混
在
す
る
地
域
の
森
林
に

お
い
て
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
な
ど
の
森

林
施
業
の
一
体
化
を
図
る
と
と
も
に
、
一

体
的
な
路
網
整
備
に
よ
る
林
業
の
効
率

（
低
コ
ス
ト
化
）
化
、
木
材
の
生
産
に
お

い
て
販
売
面
や
発
注
面
で
の
ロ
ッ
ト
の
拡

大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
よ
う
設
定
す
る
も
の
で
す
。

（３）平成２３年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８４号

古
殿
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定

福
島
森
林
管
理
署
白
河
支
署
管
内調印式を終えた天井白河支署長、岡部古殿町長、大髙県中農林事務所長
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野
生
生
物
の
生
息
・
移
動
経
路
な
ど
生

物
多
様
性
の
保
全
や
国
土
保
全
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
渓
畔
林
は
、

一
般
に
土
石
流
に
よ
る
攪
乱
な
ど
に
よ
り

か

く

ら

ん

形
成
さ
れ
、
変
化
に
富
ん
だ
環
境
に
適
合

し
た
多
様
な
種
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
を
中
心
に
造
成

さ
れ
た
約
１
千
万
㌶
の
人
工
林
で
は
、
水

際
ま
で
ス
ギ
な
ど
の
一
斉
林
と
な
っ
て
い

る
箇
所
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
渓
畔

に
あ
る
人
工
林
を
、
生
物
多
様
性
の
保
全

の
観
点
か
ら
天
然
林
へ
誘
導
す
る
場
合
の

作
業
指
針
「
渓
畔
林
再
生
の
た
め
の
施
業

技
術
の
確
立
」
（
林
野
庁
指
示
課
題

開

発
期
間

22
年
度
か
ら
26
年
度
）
と
し
て

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
取
組
は
、
既
に
平
成
16
年
度
か
ら

局
の
経
常
課
題
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
第
４
回
自
然
環
境
保
全
調
査
河
川
調

査(

旧
環
境
庁)

に
お
い
て
、
全
国
で
12
番

目
に
自
然
度
が
あ
る
川
と
し
て
指
定
さ
れ

た
茨
城
森
林
管
理
署
内
の
高
萩
市
国
有
林

内
の
大
北
川
に
試
験
地
を
設
定
し
、
平
成

21
年
度
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

光
環
境
改
善
の
た
め
に
抜
き
伐
り
等
を

実
施
し
た
結
果
、
全
天
空
写
真
を
用
い
た

開
空
度
が
、
プ
ロ
ッ
ト
内
の
平
均
で
11
．

5
㌫
で
あ
っ
た
も
の
が
16
．
9
㌫
と
な
り
、

ま
た
、
広
葉
樹
の
種
類
は
プ
ロ
ッ
ト
内
調

査
で
、
２
～
６
種
で
あ
っ
た
も
の
が
12
～

20
種
と
な
り
、
出
現
し
た
広
葉
樹
の
最
大

樹
高
は
、
１
９
０
㌢
㍍
程
度
に
成
長
し
て

い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
渓
畔
林
を
構
成
す
る
多
く

の
種
が
発
生
し
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
試
験
地
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
か
ら

な
る
専
門
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
指
針
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
昨
年
の
11
月
24
・

25
日
の
専
門
員
会
で
、
試
験
地
を
再
設
定

す
る
こ
と
と
し
、
平
成
23
年
度
の
作
業
計

画
と
天
然
更
新
補
助
作
業
の
仕
様
及
び
調

査
項
目
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
は
、
専
門
委
員
会
の
評
価
を
受
け
な
が

ら
、
作
業
な
ら
び
に
調
査
を
お
こ
な
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
物
多
様
性
の
保
全
機
能
が
高
度
に
発
揮

さ
れ
る
森
林
を
効
果
的
か
つ
着
実
に
造
成

す
る
た
め
の
森
林
づ
く
り
の
技
術
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
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専門委員会現地検討会 (平成22年11月24日）

水際まで植栽されたスギ

モデルとする渓畔林 (試験地上流）

全 天 空 写 真

抜き伐り前抜き伐り後



立
春
の
日
の
２
月
４
日
（
金
）
、
小
学

校
の
森
林
教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
自
然
観

察
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
、
八
王
子
市
内
の
小

学
生
86
名
で
す
。
普
段
、
あ
ま
り
森
林
の

中
を
歩
く
こ
と
が
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、

風
の
音
や
水
の
流
れ
る
音
、
鳥
の
声
な
ど

に
興
味
を
示
し
な
が
ら
散
策
し
て
い
ま
し

た
。途

中
、
「
し
ば
ら
く
雨
が
降
ら
な
い
の

に
水
が
流
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
」
な
ど
の

質
問
が
あ
っ
た
り
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
ド

ン
グ
リ
を
拾
っ
た
り
、
レ
モ
ン
エ
ゴ
マ
の

香
り
や
セ
ン
ブ
リ
の
苦
み
な
ど
五
感
を
使
っ

た
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

冬
の
高
尾
山
の
楽
し
み
の
一
つ
に
、
枯

れ
た
シ
モ
バ
シ
ラ
の
茎
に
で
き
る
氷
の
結

晶
“
シ
モ
バ
シ
ラ
”
が
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
当
日
は
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は

次
の
機
会
に
ぜ
ひ
見
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

立
春
を
過
ぎ
る
と
い
よ
い
よ
春
で
す
！

高
尾
山
は
“
ハ
ナ
ネ
コ
ノ
メ
”
や
“
各
種

の
ス
ミ
レ
”
“
ヤ
マ
ル
リ
ソ
ウ
”
や
“
ミ

ヤ
マ
キ
ケ
マ
ン
”
な
ど
な
ど
、
と
て
も
華

や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
す
。

花
が
咲
き
誇
っ
て
く
る
と
そ
れ
を
楽
し

み
に
大
勢
の
人
が
高
尾
山
を
訪
れ
ま
す
。

植
物
観
察
な
ど
を
行
う
際
に
は
ど
う
し

て
も
目
的
の
植
物
の
説
明
が
先
に
立
ち
ま

す
が
、
森
林
を
歩
く
と
き
の
マ
ナ
ー
等
を

伝
え
る
こ
と
も
私
た
ち
の
重
要
な
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
公
募
イ
ベ
ン
ト
、
ふ
れ
あ

い
推
進
事
業
、
依
頼
イ
ベ
ン
ト
と
89
件
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
延
べ
３
千
人
を
超

え
る
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
丁
寧
に

対
応
し
て
き
た
こ
と
が
参
加
者
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
も
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
職
員
全

員
で
出
し
合
い
な
が
ら
有
意
義
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（５）平成２３年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８４号

森
林
教
室
で
自
然
観
察
を
実
施

シモバシラ（シソ科 多年草） 氷の花 シモバシラ
８月上旬から10月上旬に白い
穂状の花を咲かせます。

高
尾
山
に
も
春
が

平
成
22
年
度
を
振
り
返
り

センブリちょうだい！

ハナネコノメ

ヒナスミレ

ヤマルリソウ

ミヤマキケマン



林
野
庁
主
催
の
平
成
22
年
度
国
有
林
間

伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
茨
城
森

林
管
理
署
管
内
の
「
株
式
会
社
堀
江
林
業

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）
」
が
林
野
庁
長

官
表
彰
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
事
例
は
、
機
械
メ
ー
カ
ー
と

共
同
し
高
性
能
林
業
機
械
の
ヘ
ッ
ド
を
短

時
間
で
容
易
に
装
脱
着
で
き
る
よ
う
に
工

夫
し
、
更
に
電
気
系
統
に
つ
い
て
も
キ
ャ

ビ
ン
内
か
ら
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
切
り
替

え
が
で
き
る
よ
う
改
良
し
た
こ
と
に
加
え
、

材
の
運
搬
に
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
（
23
．
5

㌧
、
積
載
量
28
立
方
㍍
）
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
燃
料
費
や
人
件
費
な
ど
の
輸

送
経
費
を
削
減
し
、
作
業
の
効
率
化
と
総

コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

・
「
列
状
間
伐
と
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
に
よ
り
、
間
伐
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低

減
化
」
有
限
会
社
下
久
保
林
業

（
青
森
県
・

東
北
森
林
管
理
局
管
内
）

・
「
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
生

産
性
の
向
上
」
飛
騨
市
森
林
組
合

（
岐
阜
県
・

中
部
森
林
管
理
局
管
内
）

「
森
林
・
林
業
を
学
ぶ
」

高
尾
の
森
で
講
義
＆
体
験

「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
は
一
般
の
方
を
対

象
と
し
て
、
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
森
林
・
林
業
を
理
解
す
る
た
め
の
講

座
で
す
。

高
尾
山
の
国
有
林
で
実
際
に
除
伐
・
下

刈
・
間
伐
・
炭
や
き
・
森
林
の
見
方
な
ど

を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
研
究
者
や
専
門
家

か
ら
森
林
の
働
き
、
森
林
の
現
状
や
都
市

と
山
村
の
交
流
活
動
の
講
義
を
受
け
ま
す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
森
林
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
方
な
ど
に
お
勧
め
し
ま
す
。

募
集
人
数

50
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
）

対
象
者

自
然
や
森
林
・
林
業
に
興
味
が
あ

る
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
全
日

程
５
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
方

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
職
業
⑤
電
話
番
号
と
返
信

面
の
宛
名
を
記
入
の
上
、
高
尾
森
林

セ
ン
タ
ー
「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
23
年
4
月
21
日(

木)

必
着

参
加
費
等

①
年
会
費

１
，
０
０
０
円
②
講
座

参
加
費

１
講
座
に
つ
き
５
０
０
円

お
申
し
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

〒
193-

0844

八
王
子
市
高
尾
町
２
４
３
８-

1

電
話
番
号

０
５
０-

３
１
６
０-

６
０
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２-

６
６
３-

７
２
２
９

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/takao/index.htm
l

平成２３年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８４号（６）

古久保国有林野部長から表彰を受ける堀江社長

森
林
整
備
部

販
売
課

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー



平
成
14
年
、
愛
知
県
新
城
営
業
所
に
配

属
と
な
り
、
山
間
地
を
移
動
す
る
度
に
見

る
真
っ
暗
な
森
林
に
驚
い
た
。

定
年
後
の
生
き
が
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
求
め
、
「
静
岡
県
環
境
道
場
師
範
養
成

講
座
」
を
約
半
年
間
受
講
し
、
下
刈
や
間

伐
そ
し
て
森
林
の
健
康
診
断
の
体
験
も
し

た
。
そ
の
結
果
「
地
球
温
暖
化
」
及
び

「
生
物
多
様
性
」
が
最
重
点
で
あ
り
、
原

点
は
森
林
に
あ
る
と
痛
感
し
た
。
と
こ
ろ

が
今
、
多
く
の
森
林
は
真
っ
暗
な
ま
ま
の

状
態
に
あ
る
。
「
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
そ
し
て
今
何
を
為
す
べ
き
か
を
伝
え
た

い
。
」
そ
ん
な
気
持
ち
で
静
岡
県
立
森
林

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
入
会
し
、
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
。

平
成
20
年
、
静
岡
県
が｢

し
ず
お
か
未

来
の
森
サ
ポ
ー
タ
ー｣

制
度
を
立
ち
上
げ

｢

未
来
の
森
の
た
め
に
企
業
の
力｣

を
募
集

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
近
隣
で
オ
イ
ス

カ
高
校
が
手
を
挙
げ
て
い
た
。
早
速
会
社

に
制
度
を
提
言
し
、
オ
イ
ス
カ
高
校
が
国

と
分
収
造
林
契
約
を
締
結
し
て
い
る
箇
所

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
平
成
21
年
6
月

に
天
竜
森
林
管
理
署
、
静
岡
県
、
オ
イ
ス

カ
高
校
、
中
村
建
設
㈱
の
4
者
で
協
定
を

締
結
し
、
国
有
林
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
。オ

イ
ス
カ
高
校
の
学
校
林
は
、
面
積
２
．

２
８
㌶
の
ヒ
ノ
キ
20
年
か
ら
23
年
生
の
人

工
林
で
昭
和
60
年
に
東
京
営
林
局
長
と
分

収
造
林
契
約
を
結
ん
だ
国
有
林
で
あ
り
、

平
成
15
年
以
降
整
備
さ
れ
ず
、
早
急
に
間

伐
や
枝
打
ち
、
歩
道
整
備
が
必
要
で
あ
っ

た
。

｢

し
ず
お
か
未
来
の
森
サ
ポ
ー
タ
ー｣

活

動
は
現
在
ま
で
３
回
実
施
し
、
間
伐
・
枝

打
ち
・
歩
道
整
備
・
休
憩
施
設
の
作
設
を

行
っ
た
。
間
伐
は
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
実

施
し
た
が
、
慣
れ
な
い
作
業
で
み
ん
な
息

を
切
ら
し
て
い
る
。
枝
打
ち
は
結
構
難
し

く
、
幹
を
傷
つ
け
ず
枝
を
残
さ
ず
神
経
を

使
う
。
歩
道
整
備
や
休
憩
施
設
は
仕
事
柄

手
際
よ
く
で
き
る
。
日
ご
ろ
重
厚
長
大
な

材
料
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
や
は

り
慣
れ
な
い
斜
面
で
の
移
動
や
作
業
は
大

変
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。
反
面
日
ご
ろ

触
れ
る
こ
と
の
な
い
森
林
の
空
気
や
木
の

臭
い
そ
し
て
鳥
の
声
に
癒
さ
れ
る
と
の
声

も
聞
く
。
今
後
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
り

扱
い
者
を
養
成
し
、
子
供
た
ち
に
こ
の
森

を
体
感
さ
せ
、
森
林
や
林
業
に
対
す
る
気

付
き
を
促
す
森
林
環
境
学
習
を
計
画
し
、

更
に
中
村
建
設
㈱
の
原
点
は
林
道
工
事
に

あ
り
、
そ
こ
で
培
っ
た
治
山
・
治
水
技
術

を
オ
イ
ス
カ
高
校
の
生
徒
に
伝
承
し
た
い

と
思
う
。
そ
ん
な
活
動
の
中
か
ら
フ
ォ
レ

ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
人
で
も
育
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

半
年
後
定
年
と
な
る
が
「
こ
れ
か
ら
も

森
林
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
。
」
と
思
っ
て

い
る
。

（７）平成２３年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８４号

間伐材を利用し歩道整備

フィールドの分収造林地

活動後に参加者で記念撮影

間伐材で休憩施設を作設



私の勤務している湊森林事務所は、千葉県の東京湾

に面する中西部に位置し、富津市、南房総市、君津市

の約２千㌶を管轄しており、国有林は鹿野山（標高379
か の う ざ ん

㍍）周辺と高宕山（標高315㍍）周辺にあり、その多く
た か ご や ま

は県立高宕山自然公園で、一部は南房総国定公園に指

定されています。各市ともに森林率は50～65％ですが、

国有林の占める割合は低く15％以下となっています。

高宕山周辺の国有林は、湊川の水源林となっており、

標高は低いものの急斜面が多く、表土が浅いのが特徴

です。そのため、収穫調査や各種作業を行う上では、

滑りやすくて大変です。

高宕山周辺には、ニホンザルが生息しており、千葉

県と京都大学との研究により、サルの群を生態観察す

る場として学術上貴重なことから、1956年に国の天然

記念物「高宕山のサルの生息地」に指定されました。

また、この地域には、千葉県のレッドデータブック

に掲載されているヒメコマツが生育していますが、最

近は、マツクイムシの被害等で個体数が激減していま

す。そのためヒメコマツの保護活動を千葉県と協力し

マツクイムシ防除の薬剤注入や個体の状況確認などを

行っています。

最近は、シカの増加の影響からか、ヤマビルが侵入

するようになり、悩みの種となっています。

鹿野山周辺の国有林は、東京湾に向かって緩やかな地形

となっており、天気の良い日には、東京湾観音や富津岬・

東京湾アクアライン海ほたる、そして彼方に富士山が見え

ます。さらに最近は、話題の東京スカイツリーも見えるよ

うになりました。

この地域は、良質の山砂利や山砂が採れ、昭和40年代か

ら50年代に掛けて山砂利の生産事業を行っていました。

また、当森林事務所管内には、優良な木材が生産される

山武スギが植栽されていますが、最近、スギカミキリによ
さ ん ぶ

る被害が目立つようになってきました。被害の拡大防止の

ために千葉県と協力しながら、生息調査を兼ねて粘着性紙

バンドの設置を始めています。

事務所の名称が「担当区」から「森林事務所」に変更さ

れてから19年程経ちますが、地元の人達の中には森林組合

と間違えて電話をかけてきたり、事務所に訪れる方もおり

ます。昔の「営林署」ですと名乗ることで分かってもらえ

るほど知名度が低いのが実情です。今後も、森林の役割や

機能（水源林・防風林や木材の生産等）が生活と関係して

いることなどをＰＲして、一人でも多くの方々の理解と森

林事務所の存在を知ってもらえるよう努めていきたいと思

います。

平成２３年 ３月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８４号（８）

鹿野山周辺の国有林から見た富士山
か の う ざ ん

山砂利採取跡の造林地

湊川上流の戸面原ダム
と づ ら は ら

スギカミキリ被害防止の粘着性紙バンド



伊豆半島は、かつて南洋に浮かんだ火山島でした

が、100万年ほど前にフィリピン海プレートが本州に

衝突して誕生したため、伊豆固有の植物が多く存在

していると言われてます。

伊豆半島の中央部に位置する天城山は、最高峰の

万三郎岳（標高1,406㍍）、万二郎岳（標高1,299㍍）

などの山々から構成される連山の総称で、山稜部は

ブナやヒメシャラなどの広葉樹林が広がっており、

各種保護林や国立公園に指定されています。

天城山にはハイキングコースが多くあるのが特徴

で、固有種であるアマギシャクナゲなどの花の季節

（5月上旬）や紅葉時期（11月下旬）には、多くの

ハイカーが訪れます。

「天城の瞳」と呼ばれている八丁池の展望台から

は富士山や伊豆諸島を望むことができ、今冬は近年

珍しく全面結氷したため、真冬にも関わらず多くの

ハイカーが訪れていました。

また、天城山に生育するブナは根元から枝分かれ

しているものが多く、木によって様々な表情がある

ため、地元の人々や多くのハイカーを魅了していま

す。

しかし近年、ブナ枯れが目立つ場所が広がってき

ており、その後の後継樹も育ってきていないため、

地元の人々は将来的にブナ林がなくなってしまうの

ではないかと危機感を抱いています。

伊豆森林管理署では、天城山の貴重な森林生態系

を後世に引き継いでいくため、地元の人々の声に耳

を傾け、地域と協力してブナ林や衰退が危惧されて

いるマメザクラの保護など、様々な取り組みを実施

していくこととしています。

（伊豆森林管理署 広報広聴連絡官）

（９）平成２３年 ３月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８４号

天城山遠景

今冬の八丁池

様々な表情のブナ

アマギシャクナゲ



発

行

所

関

東

森

林

管

理

局

編

集

総

務

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
９


